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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和２年度第１回牧区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 ○任命書交付式（公開） 

 ○協議事項（公開） 

  ⑴地域協議会に係る制度等について 

  ⑵会長及び副会長の選任について 

  ⑶地域協議会の運営について 

  ⑷令和２年度地域活動支援事業について 

３ 開催日時 

令和２年５月１５日（金）午後６時００分から午後８時００分まで 

４ 開催場所 

牧区総合事務所３階 ３０１会議室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）の氏名（敬称略） 

・委 員：飯田秀治、池田幸弘、井上光廣、小黒誠、折笠忠一、坂井雅子、佐藤祐子、

清水薫、髙澤富士雄、難波一仁、西山新平、横尾哲郎 

・事務局：牧区総合事務所 山岸所長、隠田次長、横尾グループ長、丸山班長、横田

主任（以下グループ長はＧ長と表記） 

８ 発言の内容（要旨） 

【隠田次長】 

・会議の開会を宣言。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上 

の出席を確認、会議の成立を報告。 
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 ・会長の選任まで議長を務める。 

【山岸所長】 

 ・挨拶。 

 ・任命書交付（卓上配布）。 

 ・市長コメント（代読）。 

【隠田次長】 

・委員改選後の初回となるため、自己紹介を行う。 

 （事務局、各委員の順で自己紹介） 

・本日の協議事項⑴地域協議会に係る制度等について、事務局より説明する。 

【丸山班長】 

・地域自治区制度、地域協議会の役割や活動等の概要を説明。 

【隠田次長】 

・意見等を求めるが無く、⑴地域協議会に係る制度等についての協議を終了する。 

・続いて、協議事項⑵会長及び副会長の選任について説明する。上越市地域自治区の設

置に関する条例第６条において、「会議において、委員のうちから選任する」と規定さ

れている。 

・最初に会長の選任について、自薦または他薦など意見があればお願いする。 

【横尾委員】 

 ・会長及び副会長は重要な役割を担うため、経験豊富な継続委員からお願いしたい。 

【佐藤委員】 

 ・今ほどの意見と同様に、経験を積まれた委員を選任することとし、個人的には前期地

域協議会において副会長を務めた西山委員に会長をお願いしたい。また、飯田委員に

副会長をお願いしたい。 

【飯田委員】 

 ・西山委員に会長をお願いすることに賛成だが、副会長は他の委員にお願いしたい。 

【隠田次長】 

 ・会長の選任について、「西山委員にお願いしたい」との意見があった。他に意見があれ

ばお願いする。 

  （賛成の声多数あり） 
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 ・賛成多数により、西山委員を会長に選任する。 

 ・続いて、副会長の選任をお願いする。 

【西山会長】 

 ・前期の地域協議会では、会長の指名で副会長が決定した。今期も前期同様の決定方法

でお願いしたい。併せて、飯田委員に副会長をお願いしたい。 

【飯田委員】 

 ・地域協議会の設置当初から委員を務めている難波委員に、副会長をお願いしたい。 

 ・前期は会長の指名により副会長を決定したとの説明があったが、今期以降は、それぞ

れの方法で選任してもよいと思う。 

【難波委員】 

 ・個人的には、会長の指名で決定する方法が一番良いと思う。 

【西山会長】 

 ・皆さんから同意が得られれば、是非、飯田委員に副会長をお願いしたい。 

【隠田次長】 

 ・副会長の選任について、「飯田委員にお願いしたい」との意見があった。他に意見があ

ればお願いする。 

  （賛成の声多数あり） 

【飯田委員】 

 ・前期の方法で決定することに疑問は残るが、指名でもあるため、副会長の職を引き受

ける。よろしくお願いする。 

【隠田次長】 

 ・賛成多数により、飯田委員を副会長に選任する。 

 ・一旦協議を中断し、休憩とする。 

  （休 憩） 

  （西山委員及び飯田委員は、会長、副会長席に移動） 

【隠田次長】 

 ・会議を再開する。 

 ・はじめに、会長及び副会長にあいさつをお願いする。 

【西山会長】 
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 ・挨拶。 

【飯田副会長】 

 ・挨拶。 

【隠田次長】 

 ・これ以降の議長は、西山会長にお願いする。 

【西山会長】 

 ・議長を務めさせてもらう。皆さんのご協力をお願いする。 

 ・協議事項⑶地域協議会の運営について、事務局に説明を求める。 

【丸山班長】 

 ・―資料１～資料５に基づき、地域協議会の運営に係る８項目について説明― 

【西山会長】 

 ・事務局より、地域協議会の運営に係る８項目について説明があった。項目ごとに協議

することでよいか。 

  （一同、異議なし） 

 ・はじめに、会議の招集請求に必要な委員数について、意見等があればお願いする。 

 ・意見が無ければ、これまでと同様の３人とすることに決定する。 

  （一同、異議なし） 

 ・続いて、会議録の確認者について、意見等があればお願いする。 

【難波委員】 

 ・これまでと同様でよいと思う。 

【西山会長】 

 ・ほかに意見が無ければ、これまでと同様とすることに決定する。 

  （一同、異議なし） 

 ・続いて、会議の座席順について、意見等があればお願いする。 

【難波委員】 

 ・これまでと同様でよいと思う。 

【西山会長】 

 ・ほかに意見が無ければ、これまでと同様とすることに決定する。 

  （一同、異議なし） 
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 ・続いて、自主的審議事項の提出方法について、意見等があればお願いする。 

【難波委員】 

 ・これまでと同様でよいと思う。 

【西山会長】 

・ほかに意見が無ければ、これまでと同様とすることに決定する。 

  （一同、異議なし） 

 ・続いて、地域協議会だよりの編集方法について、意見等があればお願いする。 

・意見が無ければ、これまでと同様の編集方法とすることに決定する。 

 （一同、異議なし） 

・続いて、会議の開催日時について、意見等があればお願いする。 

【池田委員】 

 ・毎月火曜日に開催される正副団長会議等に出席している。西山会長も消防団に所属し

ながら地域協議会委員を務めていたと思うが、会議が重なるなどの支障が生じなかっ

たのか教えてもらいたい。 

【西山会長】 

 ・偶然かもしれないが、会議が重なるなどの支障は生じなかった。 

【清水委員】 

 ・できれば火曜日の開催としてもらいたい。 

【西山会長】 

 ・開催日時は火曜日の午後６時３０分からとし、会場は牧区総合事務所３階３０１会議

室とすることに決定してよいか。 

【飯田副会長】 

 ・開催時間について、今年は暖冬小雪であったため交通に大きな影響はなかったが、冬

期間における夜間の雪道は危険である。委員の皆さんや総合事務所の都合など、各種

調整が整えば、冬期間の開催時間は通常の開始時刻より３０分早めた午後６時からの

開催を提案する。 

【西山会長】 

 ・今ほど、冬期間における開催時間について提案があった。これについて、意見等があ

ればお願いする。 
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【髙澤委員】 

 ・冬期間とは、１１月から３月までの間でよいか。 

【西山会長】 

 ・そのとおりである。 

 ・ほかに意見が無ければ、冬期間の開催時間は通常の開始時刻より３０分早めた午後６

時からの開催とすることに決定する。 

  （一同、異議なし） 

 ・続いて、諮問案件における書面審議について、意見等があればお願いする。 

【難波委員】 

 ・事務局から説明のあった内容どおりでよいと思う。 

【西山会長】 

 ・ほかに意見が無ければ、事務局説明の内容どおりとすることに決定する。 

  （一同、異議なし） 

 ・続いて、傍聴人の受入れ人数について、意見等があればお願いする。 

【髙澤委員】 

 ・昨年における傍聴人の数はどれ位か。 

【西山会長】 

 ・ほとんど居なかった。多い時で報道関係者を除き、１人から２人程度である。市議会

議員の方が傍聴に来た時もある。 

【難波委員】 

 ・報道関係者は人数に含まれるのか。 

【横田主任】 

 ・含まれない。 

【難波委員】 

 ・傍聴人の定員は先着順か。 

【横田主任】 

 ・そのとおりである。 

【西山会長】 

・ほかに意見が無ければ、これまでと同様の８人とすることに決定する。 
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 （一同、異議なし） 

・続いて、協議事項⑷令和２年度地域活動支援事業について、事務局に説明を求める。 

【丸山班長】 

・―資料６～資料１１に基づき説明― 

【西山会長】 

 ・今ほどの事務局からの説明について、意見等があればお願いする。 

【清水委員】 

 ・コロナウイルス感染拡大防止の観点から換気等の対策が必要になると思うが、予定し

ている日程でヒアリングを実施するのか。 

【丸山班長】 

 ・感染拡大防止のため換気等を実施し、日程どおりの開催予定であるが、委員の皆さま

から協議いただきたい。また、提案団体にはヒアリングの日程の都合により、案内済

である。 

【西山会長】 

 ・牧区では毎年多くの団体から事業提案があり、補助希望額の総額が牧区の予算を上回

る状況が続いている。このような場合、審査員の採点を基にした傾斜配分により、補

助金額を減額することになる。特に昨年は、大幅に減額したうえで採択したこともあ

り、予定していた事業が実施困難として提案を取り下げた団体もあった。個人的な意

見になるが、今年は、提案事業数が９件で補助希望額の総額も牧区の予算額を下回っ

ている状況だが、何年も連続して同じ内容で提案されている事業等を審査するため、

ヒアリング後に審査員全員で協議する場を設けたいと考えているがどうか。このまま

では、今回提案された事業がすべて採択となる可能性が高い。悪い言い方になるが、

提案すれば採択されると思っている団体が居るかもしれない。 

 ・皆さんから、意見等があればお願いする。 

【横尾委員】 

 ・今ほど、ヒアリング後に全員で協議するとの説明があったが、個人で○×の審査はせ

ず、全員で協議、審査を行い○×を決定するということか。 

【西山会長】 

 ・各委員へ意見を求めているところである。 
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【横尾委員】 

 ・提案された９事業については、地域活動支援事業の目的に沿ったものであるかの一次

審査を通過したと理解してよいか。 

【山岸所長】 

 ・地域活動支援事業の目的に合致しているかどうかは、提案書受付時に事務局で確認し

ている。今回提案された９事業は、目的に合致していると判断し受け付けた。 

【横尾委員】 

 ・牧区の予算内で収まっているのに、何を根拠に協議、審査し、減額等を行うのか。 

【西山会長】 

 ・今年は予算内で収まっているが、昨年のように予算を超えたときには減額について協

議する必要がある。 

【横尾委員】 

 ・予算を超えたのは昨年の話であり、今年は超えていない。 

【西山会長】 

 ・予算内であるため、「全員での協議は不要」との意見であれば実施しなくてもよい。 

【丸山班長】 

 ・改めて、―資料６・資料９に基づき説明― 

【難波委員】 

 ・先ほど、西山会長より継続事業に対する審査方法について話があった。これまでも、

審査方法等を決定する際に何度も協議してきたが、非常に難しい内容であり、今ここ

で協議し、すぐに決定できるものではない。今回は、牧区の採択方針に沿っているか

どうかを審査することとし、継続事業に対する審査方法については、来年度の牧区の

採択方針や審査方法を決定する際に協議すべき事項と考える。 

【西山会長】 

 ・ほかに意見があればお願いする。 

【横尾委員】 

 ・牧区の採択方針はいつ決まるのか。 

【西山会長】 

 ・実施する前年度に、当協議会で協議し決定する。 
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【清水委員】 

 ・審査において、物品購入費等の削減など、部分的に減額することはできるのか。 

【西山会長】 

 ・今ほどの清水委員の意見について、私も先ほどから提案している。 

 ・ヒアリング後に全員で協議する場を設け、審査時の疑問点等について協議を行い、共

通認識を持つこととしたいがどうか。 

【山岸所長】 

 ・提案事業の１つ１つを審査員全員で協議し、採択等を決定している自治区もある。牧

区においては、昨年度の地域協議会にて審査方法等の協議を行っており、基本審査に

おいて委員の半数以上が○とした事業を採択することに決定した。また、採択事業の

補助希望額の総額が、牧区の予算内である場合は、提案団体へ決定通知書を送付し、

併せて二次募集の実施について協議することとしており、先ほどの清水委員の意見に

あった「部分的に減額する」との協議、決定はしていない。継続事業については、募

集要項に不採択及び補助額の減額についての記載があるため、予算内であっても審査

により減額等を行うことは可能だが、昨年度に協議した内容と異なる審査方法となる。

予算内であっても減額等の審査を行うのであれば、改めて今年度中に協議を行い、来

年度以降に運用してもらえればと思う。 

【横田主任】 

 ・補足になるが、継続事業に対する審査については、昨年度の地域協議会でも協議して

いる。１つの団体が継続して事業提案している実績が複数あるが、ほとんどの団体が

前年度の問題点を解決するための新しい工夫を追加して事業を実施している場合や、

年度ごとに新しい取り組みを行うなど様々である。継続事業を不採択あるいは減額と

する場合には、詳細な取り決めが必要となることも想定されるため、今年度の地域活

動支援事業の審査を含め、懸案事項や課題等があれば、今後の審査方法等を決定する

協議会の場において改めて協議してもらいたい。 

【西山会長】 

 ・それでは、令和２年度地域活動支援事業については、予定どおりヒアリングを開催し、

基本審査を実施することに決定してよいか。 

  （一同、異議なし） 
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 ・ほかに意見等を求めるが無く、⑷令和２年度地域活動支援事業についての協議を終了

する。 

 ・続いて、その他連絡事項について、事務局に説明を求める。 

【丸山班長】 

 ・「地域協議会委員証の交付」について説明。 

 ・「地域協議会委員の名刺作成希望の取りまとめ」について説明。 

 ・「創造行政（第４６号）」について説明。 

 ・「債権者登録」について説明。 

 ・「ファイルの配布」について説明。 

 ・「第２回牧区地域協議会の開催」について説明。 

【西山会長】 

 ・意見を求めるが無く、飯田副会長に閉会のあいさつをお願いする。 

【飯田副会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

 

９ 問合せ先 

牧区総合事務所総務・地域振興グループ TEL：025-533-5141（内線 147） 

E-mail：maki-ku@city.joetsu.lg.jp 

 

１０ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 

mailto:maki-ku@city.joetsu.lg.jp

